
第 76 回クリエイティブサロン （オンライン開催） 

『若者の深い学び？』 

主 催 ：学術研究団体 日本創造学会 

開催日時 ：2022 年 12 月 3 日（土） 13：30-16：30（予定） 

開催方法：オンライン（Zoom） 参加費 ：無 料 

                      申込締め切り：2022 年 12 月 2 日（金） jcs-info@japancreativity.jp へメール 

 

＜参加のお誘い＞ 

「主体的・対話的で深い学び」を掲げた新学習指導要領に続き、「令和の日本型学校」答申では「個別最適な

学び」と「協働的な学び」が強調され、内閣府は文科省と経産省とも連携して理念実現に向けて、本年 4 月に

教育人材育成についての３政策 46 施策をまとめた。この中で探究・STEAM 教育は第 2 の柱として、産官学民

の 力 を 結 集 し た エ コ シ ス テ ム 構 築 と 推 進 が 謳 わ れ 、 次 の 指 導 要 領 に 向 け た 準 備 が 始 ま っ て い る 。 

 創造学会の主催する今回のサロンでは、SSH プログラム通して学校全体で正答のない問題を主体的・協働的

に解決する探究力育成に当たる高校先生に加えて、科学者養成プログラムによって主体的に探求に挑戦する高

校生個人を支援する大学教授、高校時代を振り返り高校や大学と連携した支援を目指すベンチャー代表を加えて、

高校生の学び支援の仕組について討論して参加者の皆さんとともに考えます。会員でなくても自由に参加でき

ますので、周りの仲間も誘ってご参加を下さい。 

 

＜スケジュール＞ 13：00 Zoom 接続  

13:25-13:30 ご挨拶 小粥 幹夫（ひとつなぎの会 創造学会監事） 

13:30-15:00 第１部  講演 (質疑応答含各 30 分ｘ3 名）演題は仮 

 

「解のない問いに挑戦する高校生」                 政浦 嘉恵（石川県立小松高校 SSH 企画推進室長） 

生徒の意欲、探究、課題発見、評価、指導ポイント、創造力、進路選択(あり方生き方) 

https://cms1.ishikawa-c.ed.jp/komafh/SSH  

「未来の卵を育てる大学」        安藤 晃（東北大学工学部電気情報物理工学科教授、未来の卵） 

オープンキャンパス、科学者の卵養成講座、AO 入試、大学改革 

https://mirai-eggs.org/  

「社会に開かれた学校支援」                        藤村琢己（一般社団法人 Fora 代表理事） 

思考力育成、探究支援、進路選択、EdTech 活用、オンライン、ワークショップ 

https://fora.or.jp/ 

 

休憩(10 分） 

 

15：10-16:30 第 2 部  対話・協働セッション  

ブレークアウト Gr 討論（20 分） 

A：小松 Gr  B：仙台 Gr C：東京 Gr （D：浜松 Gr） 

協働成果発表（10 分） 

振り返り（10 分） 



講演１  政浦 嘉恵 氏  石川県立小松高校 SSH 企画推進室長 

題目 「解のない問いに挑戦する高校生」             

学校概要 

 明治 32 年(1899)創立の石川県第四中学校を前身とし、昭和

23 年(1948)に石川県立小松高等学校となり、創立 123 年目を

迎える。卒業生は３万５千名を数え、国内外のあらゆる分野で

多彩に活躍している。各学年普通科７クラス・理数科１クラス、

合計 960 名の生徒が在籍、「自主自律｣｢文武両道」を校是とし、生徒会活動や部活動も活発で、全国大会に出

場を果たしている。伝統ある学校行事、特色ある教育活動を通して、豊かな教養と人間性を培い、自己を磨き

視野を広める機会を提供している。 

講演概要 

平成 18 年度文部科学省「スーパーサイエンスハイスクール」(SSH 事業)の指定を受け、理数科や普通科理系

を中心に科学技術系人材の育成を目指して「探究力・人間力・発表力・国際性」育成の研究開発に取り組み、

平成 24 年度からは「人文科学コース」クラスを設け、探究力の評価法を開発。令和 3 年度からの SSH４期 2

年目では、成果を全クラスに普及し、課題研究等における探究活動を軸として、正答のない問題に粘り強く取

り組み、解決することができる探究力を育て、世界で活躍する人材を育成することを目指している。 

 

キーワード：探究、課題発見、評価、指導、創造力、協働、生徒意欲、進路選択(あり方生き方) 

生徒の意欲、探究、課題発見、評価、指導ポイント、創造力、進路選択(あり方生き方) 



 

「未来の卵を育てる大学」 
安藤 晃（東北大学工学部電気情報物理工学科教授、未来の卵） 

https://mirai-eggs.org/  

 

「社会に開かれた学校支援」 

藤村琢己（一般社団法人 Fora 代表理事） 

https://fora.or.jp/ 

  


